
戸建住宅　価格査定マニュアル　サンプル画面

原価法で査定します。

基本情報（工法・延べ床面積等）と部位のグレード、リフォームなど

維持管理の状況等を加味して、建物価格を査定します。

材料の評価に迷った時は、

冊子（PDF）を参考にします。

部位ごとにグレードを

評価し、入力します。

調査した状況を下記に入力した

のち、この「計算」ボタンを押して

価格を算出！

実際の経過年数

を自動算出

４工法

・木造軸組工法

・2×4（ツー・バイ・フォー）

・木質プレハブ工法

・軽量鉄骨造

査定物件価格

査定方法が判らないときは、

マニュアル冊子を参照できます。
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さまざまな項目で

加点ができます。

適切な維持管理をしていれば、

評価が高くなります。

建物状況調査などの有無、

その結果を反映できます。

ご参考にイメージ写真も。
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査定結果は保存できます。
後日、保存データを呼出して再査定をしたり、
再度プリントアウトすることもできます。

実際は25年経過していますが、リフォーム・

適切な維持管理により18年相当とマニュアル

上の評価がされました。

住宅地価格を入力します。

価格だけ入力することも、住宅地価格査

定マニュアルで別途査定した、「査定結

果」を呼び出すこともできます。

住宅地価格を合算後、市場性流通性の

度合いに応じて使用します。

売却希望者へ提出する

「売却価格提案書」を

ここから出力！
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